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本資મでおえしたいこと

「ਫ਼ดしたらたくさんのフレームワークがলてきて、
ৰはく৶ੰしないまま、それっぽく“าඇめ”してる…」

そんな経ୡ、ありませんか？

フレームワークは先人の経ୡと知౩の結အです。
ྴ的で、実務利用をイメージしづらいかもしれません。

しかし、フレームワーク同の関બを理解して
うまくણ用すれば、ヌケモレなく考える力強い૱ஓになります。

全員がMBA（経営学ఊ）をથし、実務にもಖ通する
Ⴈ社コンサルタントが、

「実務に૽立つフレームワークのઞい方」をごງஂします！
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ୖ題の્定 事業戦റ ・マーケティング ・ଃ務/会計

・人的資本 ・組௶行動
・オペレーション

機ચ戦റ（戦）



©2022 Triplevalue

目次

●市場・業界定ଝ
●マクロ୭分ෲ
●事業経済性分ෲ
●൹分ෲ
●଼合分ෲ
●KSFの્定
●自社分ෲ
●ୖ題の્定
●事業戦റの策定
●機能戦റの策定

【今回峘崮嵤嵆】
戦略実現峘た峫峕、嵇崱嵓嵆崵崠嵋嵤
として、いか峕部下峼動かすか？
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崐嵛崹嵗嵤嵉嵛崰指示命令

「エンパワーメント」とは

嵒嵤崨嵤崟崫崿嵣嵆崵崠嵉嵛崰峘「型」峘１つ。
組織として峘崹崽崑嵤嵆嵛崡向上峘た峫、上司峙「任せ峵」。
上司か峳権限移譲さ島た部下峙、実行責任峼果たす。

୵ഥ＆ଵ理

【上司】 命令峃峵側

【部下】 命令岿島峵側

സజ

権限＆責任 【上司】
権限峼
移譲
峃峵側 【部下】

権限峼受岻峵側

結果責任

明示

言峹島た
崛崰峼峮峵

目標

実行責任

実行支ର
実行
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エンパワーメントのメリット／デメリット

嵉嵒崫崰＞崯嵉嵒崫崰峔峳峚非常峕有効峔手段。
崐嵛崹嵗嵤嵉嵛崰実施峘「型」峼、崽嵔嵤嵈嵗嵤崗で押さえ峵！

【メリット】
9 化がౕしい時代は、現場にભせる方がટ的な場એがい

→意思決定のဌச化、൹ニーズのཔ、௧性の高い૿当者のણ用

9 部下成＋人的資本にレバレッジがき、成ટ最大化にટあり
→ிભ೧のఁ大でモチベ向上、「決経ୡ」で能力向上

【デメリット】
9 予期しきれないリスク発生のതれが高まる

→意思決定のဌச化、൹ニーズのཔ、௧性の高い૿当者のણ用

9 コミュニケーションコストが計にかかる場合もある
→ிભ೧のఁ大でモチベ向上、「決経ୡ」で能力向上
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エンパワーメントの実プロセス

9 ある意、「当たり前」のプロセスではある。
9 エンパワーメント実ᄷ時は、上ఘの以下２点へのコミットが重要。
（≒自分でやったほうがசいし正ન！というPlayer情はNG）
⋇部下への権ඒ（成果出の主૽は、部下）
⋈部下の成（ల来も見ྚえた成果の最大化）

⇒プロセスについて、チェック☑ඨ目をげながらનੳしていく

目的の
ુથ

部下の
૾யཔ

業務
アサイン

動機づけ
/支ର ஷりନり

ి時・ి切なコミュニケーション＆リスクマネジメント

委譲
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（１）目的のુથ

� 目的そのもの、目ఏの意ଝが部下にわっているか？
� ”SMART”な目ఏになっているか？

・Specific 体的 ：明નで体的で、ၴにでも分かるか？
・Measurable 定૭能 ：成度合いが定化できているか？
・Achievable 成૭能 ：ഛ度いいストレッチがいているか？
・Related 経営目ఏに合ಱ：全社・組௶目ఏと合ಱしているか？
・Time-bound 時間制約 ：成期が明નか？

� 要するに、「୦をどれくらいするか」「୦をやらないか」の
手ଌを動かすイメージを部下が持てているか？
その動かし方を上ఘとしてભせられるか？

目的の
ુથ

部下の
૾யཔ

業務
アサイン

動機づけ
/支ର ஷりନり

ి時・ి切なコミュニケーション＆リスクマネジメント
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（２）部下の૾யཔ

� 部下に関心を持つ。部下についてどれだけ知っているか？
・能力（経ୡ・実ౚ、知、思考の்…etc）
・意ඟ（ல事のિ、ಂ、情面…etc）
・્性（性ત、ᚆ性、主௴的な得意不得意…etc）

� 制約件はないか？（部下の家൦、心ମの事情…etc）
� これらをཔするために、からどうமするか？

目的の
ુથ

部下の
૾யཔ

業務
アサイン

動機づけ
/支ର ஷりନり

ి時・ి切なコミュニケーション＆リスクマネジメント
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（３）業務アサイン

� 業務の્性、相手の力・資ସを౷まえ、成および成果に
つながるかを再考した上で、ి度な度の目ఏ設定か？
・ピグマリオン果 ：上ఘからの期ୄが部下をಇばす
・体的でな目ఏを：「Bestをくせ」では୦も出来ない

� エンパワーメントにిさない業務でないか？
（部下の権をதえる、ಸ度高くミスಅされない…etc）

� 結果ிભと成ிભは上ఘ。それでもભせるಁ༔はあるか？

目的の
ુથ

部下の
૾யཔ

業務
アサイン

動機づけ
/支ର ஷりନり

ి時・ి切なコミュニケーション＆リスクマネジメント
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（４）動機づけ／支ର

� 進⎃やアウトプットにずれはないか？目先のୖ題にၬわれがちな
部下に業務の意・目的をஷりନらせ、期ୄとともにえたか？

� 要所要所で上ఘの本気度をえ、モチベーションを向上したか？
� 部下の手にえない不の事ଙが発生してしまったら、上ఘが

現場にレスキューに。部下をஹり解決するをྟせられるか？
（もちろん、事前にリスクຸい出し＆実行フォローの上で）

目的の
ુથ

部下の
૾யཔ

業務
アサイン

動機づけ
/支ର ஷりନり

ి時・ి切なコミュニケーション＆リスクマネジメント
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（５）ஷりନり

� 部下と成果の出来౭えに向き合う時間をとったか？
� 成・ଷに関わらず、まず力・ౙௌをねぎらったか？
� プロセスを通じて部下が成長したポイントをえたか？

同時に、改ఒ点もあいまいにせず指తできたか？

� 成・ଷ事を૯ன開し、組௶としてഷにできているか？

目的の
ુથ

部下の
૾யཔ

業務
アサイン

動機づけ
/支ର ஷりନり

ి時・ి切なコミュニケーション＆リスクマネジメント



©2022 Triplevalue

実行前のチェックリスト

崐嵛崹嵗嵤嵉嵛崰峙手段。万能薬で峔い。TPO峼考え峵峣し！

＜実の前提＞
� 業務性ସ・重要／ಸ性から、エンパワーメントがి切か？
� 部下の能力・やる気・人的事情などཔできているか？
� 部下の権だけで物事が進まない場合、ి切にフォローできるか？
（部や会社をまたいだ事への判など）

＜上ఘとしての対ૢ＞
� 目的と期、成果の判定基を明示できるか？
� 実行プロセスに自度があり、部下のやる気を引き出せるか？
（実ସ的には指示୵ഥになっていないか？）

＜その＞
� 部下とのコミュニケーションのସ・はે分か？
� 問題発生時にあなたがிભをうಁ༔はあるか？
（そもそも、どんなリスクがあるか「最பの୳定」をしたか？）
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小まとめ

どんなરೢな人でもデキることはられる。

「ヒトの価கを最大化し、組௶として成果を上げる」ために

まず目の前の部下をマネジメントしていきましょう！

ઃは組௶全体のマネジメント、「組௶行動学」！

エンパワーメントとは、ヒトをણかすことで、
VUCA時代の化をኇえ、成ટ出しやすくする
リーダーシップ・マネジメントの「」の1つ。
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続きは研修などでご提供しています。ぜひ一度ご相談ください。



社໌ 株式会社トリプルバリュー
設ཱི日 2018೧4月18日
資ຌ金 5,000,000円

ミッション
『ヒト』と『カネ』の課題解決で中小企業を元気にする
もっとワクワークする世の中を！

事業内༲

●財ແ支援コンサルティング
●働きがい改革コンサルティング
●エンゲージメントワークショップ
●社員教育研修
●人事価制度
●採༽支援
●ึ助金活༽、経営革新計画サポート

拠点

⟨大阪事ແ所⟩
〒532-0011 大阪ැ大阪市ཐ川区西中島6-3-32 第2新大阪ビル7F
⟨沖縄事ແ所⟩
〒900-0015 沖縄県那市久ໞ地1-1-1 パレットくもじ9F

電

⟨大阪事ແ所⟩
06-6195-6785
⟨沖縄事ແ所⟩
098-988-0009

URL https://www.triplevalue.jp/
Mail info@triplevalue.jp
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